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新島八重は戊辰戦争とともに語られることが多々ありますが、八重が過ごした会津の豊
かな文化は遠く離れた関西ではあまり目にすることがありません。この度、福島県や会
津若松市からの全面的な協力のもと、会津の文化を今に伝える「会津の至宝」を展示します。
期　　間：2013年 3 月26日㈫～ 6月30日㈰　※期間中、展示替えを行います。
休 館 日：祝日、火曜日、 4月29日㈷～ 5月 7日㈫
開館時間：10時～17時（土・日は16時まで） 3月26日は12時から
場　　所：Neesima Room（同志社大学今出川キャンパス　ハリス理化学館 2階）
主　　催：学校法人同志社
共　　催：福島県、会津若松市、福島県観光物産交流協会
協　　力：福島県立博物館、若松城天守閣郷土博物館、会津武家屋敷、
　　　　　　白河市歴史民俗資料館、二本松市歴史資料館
後　　援：白河市、二本松市、京都府、京都市、NHK京都放送局
公開講演会
日　　時：2013年 6 月15日（土曜日）13：30～16：30
全体テーマ：会津と八重─八重を育てた故郷を語る
講　　師：野口信一氏（会津歴史考房主宰、2013年NHK大河ドラマ「八重の桜」資料提供）
　　　　　「会津若松城下　その歴史と文化」13：30～14：15
講　　師：露口卓也氏（同志社大学文学部教授）
　　　　　「八重と兄・覚馬に見る会津」14：15～15：00
対　　談：「京都と会津から見た会津藩と八重・覚馬兄妹」15：15～
　　　　　出演者：野口信一氏、露口卓也氏

お問い合わせ
同志社大学同志社社史資料センター
電話：075-251-3042　　Email：ji-shasi@mail.doshisha.ac.jp

第42回
Neesima Room企画展 お 知 ら せ

会津と八重─八重を育てた故郷─

枝菊漆絵会席膳　櫃　会津若松市指定文化財　会津若松市所蔵

お 知 ら せ

　同志社の創立者・新島襄と妻・八重の私邸（1878年竣工、京都市指定有形文化財）を、
下記のとおり特別公開しています。

特別公開期間：2012年 9 月 1 日から2014年 3 月31日まで　※特別公開期間を延長
　　　　　　　原則として、毎週火曜日を除く毎日開館

開 館 時 間：午前　10：00～13：00、午後　13：00～16：00
　　　　　　　※入館受付は15：30までにお願いします。

休　館　日：毎週火曜日
　　　　　　　夏　　期（2013年 8 月12日～16日）
　　　　　　　年末年始（2013年12月28日～2014年 1 月 5 日）

見 学 対 象：母屋 1階と附属屋

見 学 申 込：個人・団体ともインターネットによる予約申込制
　　　　　　　（ 見学予約申込サイトhttp://kyutei.doshisha.ac.jp/または、大学ホ

ームページの「新島八重と同志社特設サイト」から予約してください。）

※インターネットが使えない場合はFAXでの申込みとなります。
FAXでの申込みは、①見学希望日（第三希望日まで）、見学希望時間（午前・午後のいずれか）②見学
代表者氏名③連絡先（住所、電話及びFAX番号）④見学人数を記載の上、1週間前までに当センター
までお申し込みください。

※ インターネットによる申込みは、申込みと同時に予約が確定します。FAXによる申込みは、予約の可
否についての回答返信までに、事務処理上数日を要しますのでご了承ください。

※東日本大震災復興協力金（募金）をお願いしております。
※新島旧邸には、駐車場・駐輪場はありません。
※詳細は、同志社大学ホームページ等でご確認ください。

お問い合わせ：同志社大学同志社社史資料センター
　　　　　　　電話：075-251-3042　FAX：075-251-3055

新島旧邸特別公開

入場無料
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同志社女子大学史料室
第18回企画展 お 知 ら せ

　今年の大河ドラマの主人公・新島八重は、草創期の同志社女学校に深くかかわってい
ました。八重をテーマとした今回の展示には、八重自身の写真をもとに再現した当時の
ドレスや、女学校最初の校舎（1876年竣工）の模型のほか、八重ゆかりのひな人形など
も展示しています。

〈期　間〉2012年11月23日㈮～2013年 7 月31日㈬
〈時　間〉10：00～16：00
〈閉室日〉土・日曜日、祝日
　　　　　2013年 4 月30日㈫～ 5月 2日㈭
〈場　所〉同志社女子大学史料室
　　　　（今出川キャンパスジェームズ館 1階展示室）
〈主　催〉同志社女子大学

お問い合わせ
同志社女子大学史料室
〒602-0893
京都市上京区今出川通寺町西入
TEL：075-251-4200
FAX：075-251-4201
Email：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

新島八重と同志社女学校

〈期　間〉
〈時　間〉
〈閉室日〉
　　　　
〈場　所〉
　　　　（今出川キャンパスジェームズ館 1階展示室）
〈主　催〉

●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

○大学文学部教授 秋篠　憲一
大学商学部教授 青木　真美
幼稚園教諭 遠藤　稚絵
小学校事務長 藤井　邦宏

法人事務部校友同窓課長 平野　章生
大学言語文化教育研究センター准教授 洪　　宗郁

大学法学部教授 伊藤　靖史
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行
女子大学総務部広報課長 北村　博子
大学生命医科学部助教 小林　耕太

女子大学表象文化学部教授 小林　賢章
香里中学校・高等学校事務長 松田　匡弘

大学理工学部准教授 溝畑　　潔
女子大学学芸学部准教授 村木　美紀
大学企画部広報課長 中村　伸也
女子大学薬学部准教授 中西　弘和

大学スポーツ健康科学部教授 二宮　浩彰
大学政策学部教授 太田　　肇
大学企画部広報室長 角谷　千尋

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 鈴木美紀子
大学心理学部准教授 田中あゆみ
大学社会学部教授 立木　茂雄
大学神学部教授 富田　健次

女子大学現代社会学部准教授 鳥潟　優子
大学文化情報学部准教授 津村　宏臣

女子中学校・高等学校事務長 植村　千秋
国際学院事務長 山口　晃司

女子大学生活科学部准教授 米田　祐子
法人事務部長 吉岡　康博

大学経済学部准教授 四谷　晃一
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（1冊分200円）のみのご負担でご講読いただけます。

・お申込は、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580　京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学企画部広報課
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同志社女学校最初の校舎模型（縮尺1/80） 八重ゆかりのひな人形

八重の衣装（再現）
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